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研究要旨 
 本研究では、慢性疼痛患者の登録システム（慢性疼痛患者レジストリ）の登録内容の検討及
び構築を行った。また、痛みセンター共通問診システムを用いて収集した、これまでの多施設
データについての基礎的な分析を行い、慢性疼痛患者レジストリの改変及び必要性についての
検討を行った。 

 
Ａ．研究目的 

慢性疼痛に対する集学的な医療モデルを多

施設で構築していくためには、それぞれの施

設を受診する慢性疼痛患者の情報を同じフォ

ーマットで集約するシステムの開発が必要で

あり、これまでに研究班で、タブレットやス

マートフォンを用いて来院時に問診を行う痛

みセンター共通問診システムを開発し活用し

てきた。 
本研究では、これまでのデータ収集状況に

ついてまとめ、それらの情報を元に慢性疼痛

患者の登録システム（慢性疼痛患者レジスト

リ）の登録条件及び、取得項目について検討

する。また、収集したデータを各施設のチー

ムタイプ毎に分析し、今後の慢性疼痛患者レ

ジストリの改変に向けた検討を行う。 
 

Ｂ．研究方法 

Ｂ-１．慢性疼痛患者レジストリの開発を行

う。痛みセンター共通問診システムのデータ

を活用し、対象となる慢性疼痛患者の条件を

選定する。また、慢性疼痛レジストリ分科会

のメンバーを中心に取得項目を検討し、シス

テムの開発及びブラッシュアップを行う。 
Ｂ-２．痛みセンター共通問診システムを用

いて各施設で収集したデータを取りまとめる。

各施設の地域ブロック及び集学的チーム体制 

 
毎にタイプ分類を行い、初診時の患者背景及

び、経時的な質問紙スコアの変化を調査する。

痛みセンターのタイプ分類は以下の通りであ

る。 
A. 独立ユニット型のアプローチ 
B. 兼任によるクリニック型アプローチ(集

中参加型) 
C. 兼任によるクリニック型アプローチ(カ

ンファレンスシートを用いた連携) 
D. 入院型アプローチ 
E. その他 

本研究では症例数の多いタイプAとBでの比

較を行う。 
（倫理面への配慮） 
痛みセンター共通問診システム及び慢性疼痛

レジストリについては、愛知医科大学倫理委

員会の承認を得て行っている。 
 
Ｃ．研究結果 

Ｃ-１. 痛みセンター共通問診システムの情

報を元に、レジストリ対象となる患者の条件

を以下のように選定した。 
①痛みの持続期間：6 ヶ月以上、 
②痛みの強さ：NRS で 5 以上、 
③生活障害の程度：PDAS で 40 以上。 

本レジストリで対象となる症例の割合は、
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2019 年度までの痛みセンター共通問診シス

テムのデータから、全体（10,151 症例）のう

ち、14.5％（1,470 症例）である。 
クラウドサーバ上にレジストリシステムを

構築し、疑似患者データを用いて登録のテス

トを行い、システムのブラッシュアップを行

った。レジストリ情報の収集・分譲に関する

利用条件及び情報提供手順について分科会で

検討の上、愛知医科大学倫理委員会への申請

を行い、承認を得た。 
Ｃ-２．2013 年 10 月から 2019 年 3 月まで

に収集した各施設における症例数、地域ブロ

ック・チームタイプ毎の初診時の質問紙スコ

ア及び質問紙スコアの変化を添付資料 1 にま

とめる。 
 
Ｄ．考察 

本研究では、これまでの痛みセンター共通

問診システムの収集状況及びそのデータを利

用し、慢性疼痛レジストリの構築を行った。

また、これまでに収集した各施設における症

例数、地域ブロック・チームタイプ毎の初診

時の質問紙スコア及び質問紙スコアの変化を

調べた。本研究の制限として、介入方法（治療

方法・回数・関わった職種）が不明であるこ

と、疼痛部位や疾患の分類が不明であること

があげられる。今後は、慢性疼痛患者レジス

トリにおいて、介入方法や疼痛分類（ICD-11）
の情報収集が必要である。また、継続して受

診されている方を対象としているため、ドロ

ップアウト症例やその理由の追跡調査が今後

の課題である。これらの情報を含めて詳細な

解析を実施し、集学的痛み診療モデルの提案

を行っていく。 
 
Ｅ．結論 

本研究では、これまでの痛みセンター連絡

協議会所属機関の問診データ収集状況及び、

慢性疼痛患者レジストリの開発を行った。収

集したデータの分析を行い、慢性疼痛患者レ

ジストリの改変に向けた検討を行った。 
 
Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載 
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